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ま　え　が　き

ま　 え　が　き

中　牧　弘　允

　本書は 「アー トと民族文化 の表象」 をめ ぐる報告 と討論の記録である。具体的事例

としては国立民族学博物館の特別展 「越境す る民族文化　　いきか う人び と,ま じわ

る文化」を とりあげているが,民 族文化 におけるアー トの出現,な らびにアー トの も

っている意味とその問題点をひろ く議論の対象 と している。 これは一面では,近 年人

類学において もさかんに論議 されているオ リエ ンタリズム批判 にも通底す るところの

問題意識に根 ざ している。 とくに西洋美術 の視点か らアー トと認定 される作品やアー

ティス トとよばれ る作者をめ ぐる問題 をくりか えし検討 している。 しか し同時に,ア

ー トと認知 されるものを展示す ることの実際 にたず さわった者 との対話 の回路 も確保

されている。展示批評を展示 の担当者を まじえてお こな うことは,こ れまであ まりこ

ころみ られることはなかった し,活 字になることも稀 であった。す くな くとも,そ の

ような意味 では博物館 に とって先端的な企画であった といえる。

　 この報告 と討論は国立民族学博物館 の重点研究プロジェク ト 「文化表象の博物館 人

類学的研究」の シンポジウム 「アー トと民族文化の表象　 　特別展 『越境す る民族文

化』を中心 に」(実 行委員長　 中牧弘允)と して実現 された(端2000:89)。 シ ンポジ

ウムは1999年9月9日 か ら2000年1月11日 まで開催 された上記の特 別展の会期中に開

催 された。期 日は1999年12月15日(水),16日(木)の 両 日であ り,特 別展の見学 を含め

て企画立案 された。

　特 別展 は 「越境」をキーワー ドに世界 はグローバル化 ・一体化す る と同時に,多 言

語 ・多民族 ・多文化の共存 にも向かいつつあ ることを示 そうとする ものであった。展

示 コーナーは1階 に言語,音 楽,地 図,暦,イ ン ド映画が配 され,2階 では 「主張す

る先住民文化」の共通テーマの もと 「オース トラリア中央砂漠のアボ リジナル」「極北

の イヌイ ッ ト」「アマ ゾンの シャーマニ ック ・ヴィジ ョン」 「カラハ リ砂漠のアーテ ィ

ス ト」 の4つ の コーナーが もうけ られた(中 牧編1999)1)。

　 本シ ンポジウムは特 別展全体の展示評価ではな く,ま た2階 展示 のすべて を対象 と

した もので もない。焦点 は2階 展示 を構成 したアー ト　　 絵画,版 画,彫 刻,染 織

音楽などであ る。 まず展示担当者が展示の意図や問題点 について報告す るとともに,
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カウンターパー トの報告者をたて,展 示資料 あるいは関連地域のアー トに関 して別の

角度か ら問題 を展開 して もらい,さ らに コメ ンテー ターには両者の報告 を整理 し,討

論への架け橋 を提供 して もらうことを要請 した。 こうして実際の展示 を見た うえで,

と もすれば展示する側の一方的 な発信 にな りがちな展示 に批判的な検討 を加え,そ の

展示 をめ ぐる議論を発展 させ ようとしたのである。 この ことの意義 は石毛直道館長 の

挨拶 で も強調 された。

　 問題提起では,実 行委員長の筆者が シンポ ジウムの趣 旨につ いて,お よそ以下の よ

うな内容 を述べた。

　 特別展 は民族文化の アー トの展示それ 自体 を主眼 とした ものではないが,「越境す る

民族文化」 というテーマに即 して企画 ・構想 した展示 コーナーが結果 としてアー トに

属す るジャンルの展示 をその一部 として とりあげることになった。アー トの ジャンル

も絵画,彫 刻,版 画の造形美術 だけでな く,染 織や音楽や舞踊 も含 まれ,そ れぞれの

コーナーの展示構想にふ さわ しい もの として アー トが選ばれている。 アー トを共通課

題 として展示 しているわけで はな く,い わゆ るエスニ ック ・アー トとよばれ るものが

多 く展示 されていて も,そ れ はエスニ ック ・アー ト展示 を主眼 としたものではない。

各展 示コーナーの担 当者が トピック として とりあげてほしいこ とは,(1)民 族 文化 を

表象する際 になぜ アー トを選んだか,(2)ア ー トは民族文化の何 を表象 しているか,

(3)ア ー トが民族の範囲を越 えて広 まる とはどうい うことか,(4)ア ー トの展示に

付随 してどうい う問題が生 じたか,(5)ア ー トによる民族文化の表象が来館者 にどう

伝 わったか,な どの問題である。 これに対 し,カ ウンターパー トの報告者 は,そ れぞ

れの立場や経験か ら,ア ボ リジナル,イ ヌイ ット,ア マゾン,サ ンのアー トとその展

示 について,特 別展にこだわ らず議論を展開 していただきたい。 さらにコメンテータ

ー には両者 の報告 をふまえて問題点を整理 し
,全 体討論への架け橋の役割 を果たす こ

とが期待 されている。 この ような組 み合わせ をとお して,特 別展 を中心 としなが らも,

アー トと民 族文化の表象 をめ ぐって幅広 く議論 を深 めてい きたい。なお,表 象 とは

representationの こ とであ って,心 理学 でつ かわれる ところのidea,　 Vorstellungで は な

い。後者で は表象は外界の刺激が ない にもかかわらず,大 脳中枢の興奮だけによって

引 き起 こされる像 のことを指 し,夢 や幻覚はその典型 とされ る。

　問題提起のあ と参加者は展示場 を見学 し,午 後か らセ ッシ ョンがおこなわれた。セ

ッシ ョンは展示 コーナーに対応 して4つ もうけられ,最 後 に総合討論が加わ った。 シ

ンポ ジウム全体 のプログラムお よび参加者 は次の とお りであった。
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プログラム 日程表

12月15日

〈第1セ ッション〉　「アボリジナル」

　　司会　久保正敏(国 立民族学博物館)

　　発表　松山利夫(国 立民族学博物館)

　　　 「オーストラリア中央砂漠のアクリル ・ペインティング　　展示における先住

　　　　民文化の表象に関する事例　　」

　　発表　田村加代(元 フェリス女学院大学)

　　　 「オーストラリア絵画史の文脈における先住民アー ト」

　　コメンテーター　窪田幸子(広 島大学)

〈第2セ ッション〉　「イヌイット」

　　司会　近藤雅樹(国 立民族学博物館)

　　発表　岸上伸啓(国 立民族学博物館)

　　　 「エスニック ・アー トとイヌイット文化の表象　　1999年 度民博特別展示との

　　　　関連で　　」

　　発表　大村敬一(大 阪大学)

　　　 「イヌイ ト・アー トの創造力　　 『伝統』と 『近代』の交差点としてのエスニ

　　　　ック・イメージ」

　　コメンテーター　佐々木利和(東 京国立博物館)

12月16日

〈第3セ ッション〉　「アマゾン」

　　司会　藤井龍彦(国 立民族学博物館)

　　発表　中牧弘允(国 立民族学博物館)

　　　「アマゾンのシャーマニ ック ・ヴィジョンの表象 とその越境」

　　発表　永武ひかる(写 真家)

　　　「アマゾンに関連するアー ト作品展示活動の報告」

　　コメンテーター　原　毅彦(立 命館大学)

〈第4セ ッション〉　「サン」

　　司会　西尾哲夫(国 立民族学博物館)

　　発表　池谷和信(国 立民族学博物館)
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　　　「サン・アー トは,い かに生まれ,い かに展示されたのか?　 　 1999年度民博

　　　 特展 との関連から　　」

　 発表　亀井哲也(野 外民族博物館 リトルワール ド)

　　　「Ndebeleの装飾と博物館」

　 コメンテーター　川口幸也(世 田谷美術館)

〈総合討論〉

　 司会　中牧弘允

前記以外の参加者

　　後小路雅弘(福 岡アジア美術館),吉 田憲司(国 立民族学博物館)

　 なお,民 族表記についてひとことふれてお きたい。 とい うのは,オ ース トラリアの

先住民 についてアボ リジナルとアボ リジニが両方つか われてお り,極 北の先住民 につ

いて もイヌイッ トとイヌイ トの二通 りの表記があるからである。「アボ リジニ」はこれ

まで の一般的な表記 であ るが,先 住民 はアボ リジニとい う総称 に抵抗 を示すことが多

く,最 近ではアボ リジナル ・ピープル,あ るいは個別的には彼 らの集団名のあとにピ

ー プルをつけるのが一・般的 となっている
。そこで総称 として 「アボ リジナル」 とい う

形容詞 を名詞的に使用するようになった という事情がある。他方,「 イヌイ ッ ト」はわ

が国で使用 されている従来の一般的表記 で,「 イヌイ ト」は原語の発音によ り忠実な表

記である。本書では双方 ともあえて統一 をはか らず,使 用者の選択 にもとついて併記

する ことに した。

　 また,も うひとつ断 ってお きたいことは,討 論 のすべてが収録 されているわけで は

ないことである。編者の判断で適宜発言 を削除 したうえで,発 言者 に加筆修正 を依頼

し,さ らに小見出 しを付すな ど,あ らためて編集 しなお している。分量 的には3分 の

2く らいに圧縮 されている。

　 なお,本 シンポジウムの内容 については 『民博通信』誌上で簡単な紹介 をお こなっ

てい る(中 牧2000b)。 また,特 別展 に関する総括で も多少ふ れてい る(中 牧2000a)。

あ わせて参照 していただけれ ば幸いである。

　最 後に,シ ンポ ジウムの実施か ら本書の刊行にいたるまで,次 のかたがたには とく

にお世話 になった。実行委員の朝倉敏夫教授,重 松真 由美助 手,な らびに事務 局の和

田真 由子 さん と東山由希子 さん,そ して編集室の山城寿賀子 さんであ る。記 して,あ

つ く御礼 をもうしあげる次第である。
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注

1)特 別展の解説書第2部 では 「先住民の主張」というテーマのもとで各展示担当者がそれ

　ぞれのコーナー解説をおこなっているので,あ わせて参照 されたい。「世界のなかの聖地ウ

　ルル」(松 山1999),「 芸術にみる伝統 と近代」(岸上1999),「 アマゾンのシャーマニック・

　ヴィジョン」(中 牧1999),「 カラハ リ砂漠のアーティス ト」(池 谷1999)。
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